
人　口
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平
成
27
年
３
月
議
会
、
村
長
提

案
説
明
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
提
案
説
明
の
全
文
は

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
議
会
一
般
質

問
・
審
議
内
容
等
は
議
会
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
の
12
月
に
衆
議
院
議
員
総

選
挙
が
施
行
さ
れ
、
与
党
が
３
分

の
２
議
席
を
上
回
る
圧
勝
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
安
倍
首

相
が
引
続
き
政
権
を
担
当
さ
れ
ま

し
た
が
、
多
岐
に
亘
る
重
要
な
政

策
の
推
進
に
際
し
て
、
驕
る
事
な

く
、
国
民
に
丁
寧
に
説
明
を
さ
れ

た
運
営
を
さ
れ
ま
す
よ
う
願
い
、

私
共
の
農
山
漁
村
の
活
性
化
が
現

実
と
な
る
よ
う
期
待
を
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
7
月
に
南
木

曽
町
で
土
石
流
災
害
の
発
生
を
始

め
、
８
月
に
は
広
島
市
で
大
規
模

土
砂
災
害
、
９
月
に
は
御
嶽
山
の

水
蒸
気
爆
発
、
11
月
に
は
県
北
部

の
神
城
断
層
地
震
な
ど
自
然
災
害

が
多
発
し
た
年
で
し
た
。

　

改
め
て
、
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を

祈
り
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

一
方
、
村
内
に
お
い
て
は
、
昨

年
２
月
の
大
雪
災
害
に
よ
る
農
業

用
ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
、
６
月
の
降

雹
に
よ
り
農
作
物
が
被
害
等
に
見

ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
農
家
の
皆
さ

ん
は
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
、

J
A
朝
日
支
所
の
野
菜
販
売
は
前

年
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た

こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

在
住
８
年
を
振
り
返
り

　

さ
て
、
私
の
村
長
任
期
も
残
す

と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
り
、
今
定

例
会
が
私
に
と
り
ま
し
て
２
期
目

最
後
の
議
会
と
な
り
、
ま
た
、
来

る
４
月
に
は
村
長
・
村
議
会
議
員

選
挙
を
控
え
て
い
る
事
な
ど
か
ら
、

就
任
以
来
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
村
政
運
営
を
総
括
し
、
併
せ
て

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
あ
げ
議

会
を
始
め
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

８
年
前
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
「
新
し
い
感
覚
で
朝
日
村
を

つ
く
ろ
う
」
を
基
本
理
念
に
、
時

代
の
流
れ
を
汲
み
取
り
、
現
在
・

未
来
を
見
据
え
た
物
の
見
方
、
発

想
に
よ
り
、
し
か
も
、
郷
土
朝
日

村
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
こ
れ
を

生
か
す
た
め
、
２
期
目
の
村
政
で

は
、
朝
日
村
ら
し
い
「
個
性
あ
ふ

れ
る　

生
き
生
き
と
し
た　

力
強

い
村
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
た
行
政

運
営
に
心
掛
け
、
村
民
の
皆
様
が

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

の
充
実
し
た
村
づ
く
り
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

お
蔭
様
で
、
議
会
を
始
め
、
多

く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
、
公
約
・
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
と
村
民
生
活
に
関
わ
り

ま
す
重
要
事
項
を
優
先
し
、
活
力

と
魅
力
の
あ
る
村
づ
く
り
に
村
民

の
皆
様
と
共
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

在
住
８
年
間
の
村
政
を
振
返
る

中
で
、
少
子
高
齢
社
会
が
増
々
進

む
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
先
人
が

経
験
を
し
た
事
が
な
い
前
例
の
な

い
社
会
を
迎
え
る
に
当
り
、
朝
日

村
が
朝
日
村
と
し
て
持
続
す
る
、

持
続
可
能
な
村
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
取
組
む
か
新
た
な
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生

　

国
も
危
機
感
を
持
ち
、
本
年
度

か
ら
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」

施
策
を
打
出
し
、
自
治
体
の
地
域

活
性
化
を
始
め
、
地
方
創
生
の
「
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
朝
日
村
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
た
取
組
み
が
求

め
ら
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。

平成27年

3月

村
議
会
村
長
提
案
説
明
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こ
の
様
な
経
過
を
踏
ま
え
、
朝

日
村
の
将
来
展
望
で
あ
り
ま
す
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
具
体
的
に
取
組

む
朝
日
村
総
合
戦
略
を
策
定
し
た

道
筋
を
つ
け
る
事
が
私
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
る
と
感
じ
、
次
期

村
長
選
へ
の
立
候
補
を
決
意
し
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
の
基
本
的
な
考
え

方
、
思
い
に
つ
き
ま
し
て
若
干
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

私
が
村
政
を
担
当
す
る
基
本
は
、

就
任
時
か
ら
不
偏
で
あ
り
ま
し
て
、

ま
ず
、「
新
し
い
感
覚
で
朝
日
村
を

つ
く
ろ
う
」
を
継
続
し
て
基
本
理

念
と
し
、
時
代
の
流
れ
を
汲
み
取

り
、
現
在
・
未
来
を
見
据
え
、
し

か
も
、
郷
土
朝
日
村
の
良
さ
を
再

認
識
す
る
と
共
に
、
こ
れ
を
生
か

し
「
個
性
あ
ふ
れ
る　

生
き
生
き

と
し
た　

力
強
い
村
づ
く
り
」
を

村
民
の
皆
様
と
共
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

庁
舎
建
設

　

個
性
あ
ふ
れ
る
力
強
い
村
づ
く

り
に
、
村
民
の
拠
り
所
と
し
て
、

ま
た
、
防
災
の
拠
点
と
し
て
、
長

年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
新
役
場

庁
舎
を
村
産
材
で
建
設
を
す
る
も

の
で
す
。

　

し
か
も
、
就
任
以
来
、
身
を
削
っ

て
立
て
直
し
ま
し
た
健
全
財
政
の

裏
付
が
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の

皆
様
に
は
安
心
を
い
た
だ
き
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
財
政
が
好
転

し
た
と
は
言
え
、
気
を
緩
め
ま
す

と
、
財
政
力
指
数
の
乏
し
い
当
村

は
す
ぐ
に
行
き
詰
り
ま
す
の
で
、

朝
日
村
と
し
て
持
続
す
る
た
め
に
、

ま
た
、
村
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
、

財
政
の
健
全
化
・
安
定
化
を
引
続

い
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

人
口
確
保
対
策
・
企
業
誘
致

　

朝
日
村
と
し
て
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
に
は
人
口
確
保
対
策
が
重

要
で
あ
り
ま
し
て
、
従
来
か
ら
進

め
て
い
ま
す
婚
活
へ
の
支
援
充
実
、

空
き
家
活
用
の
積
極
的
対
策
、
及

び
、
向
陽
台
分
譲
地
の
拡
大
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
対
策
で
は
、
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も

働
く
場
所
の
確
保
は
重
要
で
あ
り

ま
し
て
、
原
新
田
工
場
団
地
の
拡

大
と
企
業
誘
致
を
図
る
所
存
で
す
。

　

活
力
の
あ
る
個
性
あ
ふ
れ
る
村

づ
く
り
は
、
主
産
業
の
農
業
を
始

め
、
商
工
業
、
林
業
の
活
性
化
が

求
め
ら
れ
、
国
が
進
め
る
地
方
創

生
の
中
で
積
極
的
な
取
組
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り

　

村
民
が
生
き
生
き
と
し
た
人
生

を
歩
む
た
め
に
、
健
康
は
最
大
の

財
産
で
あ
る
事
か
ら
、
引
続
き
健

康
村
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
内
10
年
後
の
西
暦

2
0
2
5
年
に
は
、
団
塊
世
代
の

皆
さ
ん
が
75
歳
に
達
し
、
４
人
に

１
人
が
75
歳
と
い
う
超
高
齢
社
会

を
迎
え
る
事
を
踏
ま
え
、「
生
涯
現

役
」
の
村
づ
く
り
の
取
組
み
を
、

今
か
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

な
か
で
も
、
新
年
度
増
改
修
を

行
い
ま
す
「
か
た
く
り
の
里
」
で

の
健
康
な
高
齢
者
の
集
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
福
祉
の
拠
点
と
し

て
の
拠
り
所
と
し
て
、
多
く
の
方
々

が
利
用
で
き
る
魅
力
の
あ
る
施
設

運
営
に
取
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
従
来
か
ら
取
組
ん
で

お
り
ま
す
、
村
独
自
の
子
育
て
支

援
や
、
若
者
に
魅
力
の
あ
る
村
づ

く
り
を
一
層
充
実
し
、
全
国
に
誇

れ
る
朝
日
村
づ
く
り
を
目
指
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あさひ保育園

向陽台住宅団地



歳　出
26億5,330万円

その他
552万円（0.2%）

総務費
3億6,280万円
（13.7%）

民生費
9億8,666万円
（37.2%）

衛生費
1億3,434万円（5.1%）

労働費
1,105万円
（0.4%）

農林水産業費
1億4,211万円
（5.4%）

商工費
8,253万円
（3.1%）

消防費
1億1,003万円
（4.1%）

教育費
2億3,589万円
（8.9%）

公債費
2億4,411万円
（9.2%）

議会費
5,885万円（2.2%）

土木費
2億7,941万円
（10.5%）

平成27年度

歳　出
26億5,330万円

義 

務 

的 

経 

費

投資的
経費

そ 

の 

他 

経 

費
34.8％

47.9％

17.3％

人件費
4億4,481万円
（16.7％）

扶助費
2億3,614万円
（8.9％）

公債費
2億4,411万円
（9.2％）

普通建設費
4億5,752万円（17.3％）

物件費
4億1,205万円（15.5％）

補助費等
3億4,132万円
（12.9％）

繰出金
4億7,534万円
（17.9％）

その他
4,201万円（1.6％）

36.0％

自 主 
財 

源依 

存 

財 

源
64.0％

歳　入
26億5,330万円

平成27年度

村税
5億5,214万円
（20.8％）

使用料・手数料
1,366万円
（0.5％）

繰越金
5,679万円
（2.1％）

その他自主財源
3億3,342万円
（12.6％）地方交付税

11億4,800万円
（43.3％）

村債
2億1,590万円
（8.2％）

国庫支出金
1億3,331万円
（5.0％）

県支出金
1億1,408万円
（4.3％）

その他依存財源
8,600万円（3.2％）

4

　平成27年度の一般会計当初予算は、統一地方選挙のため骨格予算となっていますが、かたくりの
里建設事業費を計上したことなどにより、総額は26億5,330万円で、前年度当初予算に比べ2,570万
円（1・0%）の増額となりました。「朝日村第5次総合計画」の着実な推進を図るため、「新しい感覚で人と
自然と産業が共生するむらづくり」を基本目標として、5つの施策の柱に基づき各種事業を実施します。

　固定資産税・軽自動車税は、前年度と同額を見込んでいますが、個人村民税が退職者
の増などにより減収の見込で、村税全体では前年度当初予算に比べ、692 万円（1.2%）減の 5 億 5,214
万円を見込んでいます。その他自主財源のうち繰入金が、かたくりの里建設事業の財源として、保
健福祉基金及びふるさと応援基金の取り崩しで、2 億 6,489 万円を新たに予算計上しています。国庫
支出金が道路整備に係る社会資本整備総合交付金などの減により、5,864 万円（30.5%）、県支出金
が保育園建設に係るグリーンニューディール基金事業補助金の減などにより 4,514 万円（28.4%）、村
債が辺地対策事業債の減などにより1 億 3,670 万円（38.8%）の減額となっています。

　 人件 費は、 議 員報 酬 10% 削減 措置を 5 月以降 本 則どおりとしたことなどにより
2,042 万円（4.8%）の増額となっています。補助費等は土地改良事業の債務負担の繰上償還など
により 2,283 万円（6.3%）の減額となっています。公債費が地方債の繰上償還などにより1,583 万
円（6.1%）の減額となっています。

一般会計予算の内訳

歳 入

歳 出

会計区分 会　計　名 予　算　額 前年比
普通会計 一般会計 26億 5,330 万円 1.0%

特別会計

国民健康保険特別会計 5億 6,478 万円 24.6%
介護保険特別会計 4億 7,665 万円 2.7%
後期高齢者医療特別会計 4,435 万円 1.3%
簡易水道特別会計 1億 3,750 万円 29.2%
下水道特別会計 3億 8,080 万円 1.2%
あさひプライムスキー場特別会計 3,540 万円 △ 8.3%

合　　　計 42億 9,278 万円 4.4%

平成２７年度 一般会計予算額 26億5,330万円
住民が安心して暮らせ福祉の充実したむらづくり

前年度比 1.0％増額
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土木費
2億7,941万円
（10.5%）

平成27年度

歳　出
26億5,330万円

義 

務 

的 

経 

費

投資的
経費

そ 

の 

他 

経 

費
34.8％

47.9％

17.3％

人件費
4億4,481万円
（16.7％）

扶助費
2億3,614万円
（8.9％）

公債費
2億4,411万円
（9.2％）

普通建設費
4億5,752万円（17.3％）

物件費
4億1,205万円（15.5％）

補助費等
3億4,132万円
（12.9％）

繰出金
4億7,534万円
（17.9％）

その他
4,201万円（1.6％）

36.0％

自 主 
財 

源依 

存 

財 

源
64.0％

歳　入
26億5,330万円

平成27年度

村税
5億5,214万円
（20.8％）

使用料・手数料
1,366万円
（0.5％）

繰越金
5,679万円
（2.1％）

その他自主財源
3億3,342万円
（12.6％）地方交付税

11億4,800万円
（43.3％）

村債
2億1,590万円
（8.2％）

国庫支出金
1億3,331万円
（5.0％）

県支出金
1億1,408万円
（4.3％）

その他依存財源
8,600万円（3.2％）

5

議会費
村民一人当たり

12,561 円

総務費
村民一人当たり

77,439 円

バス対策費 2,647万円

戸籍データ提供費委託料 1,282万円

民生費
村民一人当たり

210,600 円

かたくりの里建設費 3億7,149万円

児童手当 7,471万円

国保会計特別会計繰出金 2,276万円

衛生費
村民一人当たり

28,673 円

予防接種委託料 663万円

インターバル速歩教室事業委託料 121万円

労働費
村民一人当たり

2,358 円 勤労者福祉資金融資制度預託金 1,000万円

農林水産
業費

村民一人当たり

30,333 円

国営かんがい排水事業中信平二
期地区償還負担金 3,500万円

多面的機能支払交付金 580万円

商工費
村民一人当たり

17,615 円

商工業振興条例に基づく補助金 1,170万円

住宅リフォーム補助 400万円

土木費
村民一人当たり

56,639 円 下水道特別会計繰出金 2億4,900万円

消防費
村民一人当たり

23,486 円 松本広域連合消防費負担金 7,383万円

教育費
村民一人当たり

50,349 円

小学校の管理費 4,873万円

中学校の建設、管理費 9,355万円

公民館、図書館などの管理運営 4,731万円

公債費
村民一人当たり

52,105 円

その他
村民一人当たり

1,179 円

歳出の主なもの

目的別歳出

主要事業

豊かな心・暮らしのある　あさひむら

❖道路・水路等の整備促進及び維持管理

❖新エネルギー等の活用の促進
　・薪ストーブ等設置補助金

みんなでつくる　あさひむら

❖役場新庁舎建設の推進

❖行政改革プランの推進（番号制度の推進）

❖地方創生に伴う「地方版総合戦略」の策定

❖統合保育所の円滑な運営

❖子育て支援対策の推進
　・保育料無料化（3歳児から5歳児）
　・出産祝金制度等

健康で生き生きとした　あさひむら

❖健康村づくりの推進

❖新たな介護予防事業の構築

❖介護予防事業の推進

積極的な産業振興で活力ある あさひむら

❖鳥獣被害対策事業の取り組み強化

❖遊休荒廃農地解消対策の推進

❖里山整備事業の推進

❖森林資源の有効活用

❖観光施設の利用促進

❖住宅リフォーム補助

生涯学び続けられる あさひむら

❖保育園、学校、家庭、地域等による連携
❖社会教育の推進及びスポーツ施設の利用
促進

かたくりの里　外観イメージ
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朝
日
村
新
庁
舎
建
設
委
員
会
で

は
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

建
設
候
補
地
を
新
田
バ
イ
パ
ス

ゾ
ー
ン
に
決
定
し
、
現
在
は
よ
り
具

体
的
な
場
所
の
選
定
、
新
庁
舎
に
必

要
な
機
能
、
規
模
（
延
床
面
積
、
敷

地
面
積
等
）、
新
庁
舎
の
構
造
、
建

設
事
業
費
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。
基
本
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
、
村
民
の
皆
様
に
内
容
を
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
委
員
会
視
察

　

新
庁
舎
建
設
委

員
会
で
は
、
静
岡

県
浜
松
市
天
竜
区

役
所
、
天
竜
区
春

野
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
、
山
梨
県
甲

府
市
役
所
の
3

庁
舎
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

天
竜
区
役
所
、

春
野
協
働
セ
ン

タ
ー
は
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
木
造
軸
組
み
工
法
の
庁
舎

で
、
免
震
機
能
を
採
用
し
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
等
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

甲
府
市
役
所
は
、
平
成
25
年
に

完
成
し
た
庁
舎
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
庁
舎
内
に
あ
り
、

3
0
0
k
w
の
太
陽
光
発
電
設
備

等
最
新
の
省
エ
ネ
、
防
災
機
能
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

視
察
を
新
庁
舎
建
設
の
参
考
に
し
て

い
き
ま
す
。

　

朝
日
村
営
バ
ス
広
丘
線
は
、
4

月
1
日
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

朝
の
御
馬
越
発
便
が
6
時

45
分
発
に
な
り
ま
し
た

J
R
広
丘
駅
7
時
25
分
発
の

電
車
に
も
余
裕
を
持
っ
て
ご
乗

車
に
な
れ
ま
す
。

土
曜
日
の
朝
、
試
行
運
行

を
行
っ
て
い
ま
す

朝
の
旭
ヶ
丘
発
便
と
御
馬
越
発

便
に
つ
い
て
運
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。
来
年
度
以
降
の
土
曜
日

運
行
（
本
格
運
行
）
は
、
本
年

度
の
利
用
状
況
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

運
賃
は
一
乗
車
1
0
0
円
（
中

学
生
以
下
は
無
料
）
で
、
と
て
も
お

得
で
す
。

　

通
学
、
通
勤
、
お
出
か
け
に
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
各
ご
家
庭
に
配

布
し
ま
し
た
「
朝
日
村
公
共
交
通
ガ

イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

朝
日
村
新
庁
舎
建
設
委
員
会
だ
よ
り

朝
日
村
公
共
交
通
利
用
ガ
イ
ド

朝
日
村
営
バ
ス
広
丘
線 

土
曜
日
の
朝
、
運
行
中
で
す
!!

問
役
場
総
務
課
総
務
担
当

☎
0
2
6
3
‐
9
9
‐
2
0
0
1

天竜区役所

甲府市役所
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1 

「
社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
っ
て
な

に
??

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
住
民
票
を
有

す
る
全
て
の
方
に
1
人
1
つ
の
番

号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
、
税
、
災

害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を

管
理
し
、
複
数
の
機
関
に
存
在
す
る

個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
行
政
を
効
率

化
し
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公

平
か
つ
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
社

会
基
盤
で
あ
り
、
期
待
さ
れ
る
効
果

と
し
て
は
、
大
き
く
3
つ
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

2 

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
い
つ

わ
か
る
の
??

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
住
民
票
を

有
す
る
国
民
の
皆
様
一
人
一
人
に

12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。
通
知
は
、

市
区
町
村
か
ら
、
原
則
と
し
て
住

民
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
あ

て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ

た
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
送
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。「
通
知
カ
ー

ド
」
に
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月

日
、
性
別
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

3 

個
人
番
号
カ
ー
ド
っ
て
な
に
?

　
「
通
知
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
ら
れ

た
方
は
、
同
封
さ
れ
た
申
請
書
を
郵

送
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認

の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利
用

で
き
る
ほ
か
、
I
C
チ
ッ
プ
が
搭

載
さ
れ
、
e
―
T
a
x
な
ど
の
電

子
申
請
を
は
じ
め
、
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

4 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

0
5
7
0
―
2
0
―
0マイ
ナ
ン
バ
ー

1
7
8

［
営
業
時
間
］

平
日
9
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）が
始
ま
り
ま
す

⃝

公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
給
状
況
を
把
握
し
や
す
く
な

る
た
め
、
負
担
を
不
当
に
免
れ

る
こ
と
や
給
付
を
不
正
に
受
け

る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

本
当
に
困
って
い
る
方
に
き
め
細

か
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

⃝
国
民
の
利
便
性
の
向
上

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、
行
政

手
続
が
簡
素
化
さ
れ
、
国
民
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

行
政
機
関
が
持
って
い
る
自
分
の

情
報
を
確
認
し
た
り
、
行
政
機

関
か
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知

ら
せ
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

⃝
行
政
の
効
率
化

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な

ど
様
々
な
情
報
の
照
合
や
入
力

な
ど
に
要
し
て
い
る
時
間
や
労

力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
と
と

も
に
、
よ
り
正
確
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

個人番号カード（イメージ）

表裏
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65歳以上の方の介護保険料が
基準月額4,500円から4,900円に

引き上げられました
　介護保険業務が円滑に行われるよう3 年ごとに介護保険料の見直しを行っています。介護
が必要と認められた方の増加と、それに伴う介護サービス量の増加が見込まれることから、
月額 400 円の引き上げとなりました。また、制度改正により所得段階が 6 段階から9段階に
変わりました。第 6 期介護保険事業計画（平成 27 年度〜 29 年度）に基づく朝日村の 3 年間
の介護保険料は下記のとおりです。（第 1〜 3 段階は、段階的に軽減される予定です）

❖保険料は、年６回偶数月に徴収します。皆様の保険料額につきましては後日、個々に通知
させていただきます。

みなさんが納める保険料は、
介護保険制度を運営するための大切な財源です。
保険料の納付にご理解ご協力をお願いします

❖老人福祉計画及び第６期介護保険事業計画（平成 27 年度～ 29 年度）が策定されました。
計画は、村のホームページでご覧いただけます。
http://www.vill.asahi.nagano.jp/keikaku/686.html

所得段階 対　　　象　　　者 保険料率 介護保険料（年額）

第1段階
⃝生活保護を受けている人
⃝世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金を受けて

いる人、及び本人年金収入等 80 万円以下の人

基準額× 0.5
（H27 → 0.45）
（H29 → 0.3）

29,400 円

第2段階 ⃝世帯全員が住民税非課税で、本人年金収入等 80 万
円以上 120 万円以下の人

基準額× 0.75
（H29 → 0.5） 44,100 円

第3段階 ⃝世帯全員が住民税非課税で、本人年金収入等 120 万
円以上の人

基準額× 0.75
（H29 → 0.7） 44,100 円

第4段階 ⃝本人が住民税非課税（世帯に課税者がいる）で、本
人年金収入等 80 万円以下の人 基準額× 0.9 52,920 円

第5段階 ⃝本人が住民税非課税（世帯に課税者がいる）で、本
人年金収入等 80 万円以上の人

基準額
（4,900 円× 12 ヵ月） 58,800 円

第6段階 ⃝本人が住民税課税で、前年の合計所得金額（※）が
120 万円未満の人 基準額× 1.2 70,560 円

第7段階 ⃝本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万
円以上 190 万円未満の人 基準額× 1.3 76,440 円

第8段階 ⃝本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 190 万
円以上 290 万円未満の人 基準額× 1.5 88,200 円

第9段階 ⃝本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 290
万円以上の人 基準額× 1.7 99,960 円

※合計所得金額 : 収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した金額のことで、扶養・
医療費控除などの所得控除をする前の金額。
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臨時福祉給付金
役場住民福祉課 福祉担当
☎ 99-2001

子育て世帯臨時特例給付金
教育委員会
☎ 99-2004

臨時福祉給付金と
子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

消費税率引き上げによる影響を緩和するための給付金です。
平成 27年度も簡素な給付措置として、低所得者及び子育て世帯への負担を緩和するために、「臨
時福祉給付金」と「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます。現在支給に向けた準備を進
めております。具体的な手続き等について決定次第、回覧板等でお知らせします。

1 給付対象者
基準日（平成 27年 1月1日）において以
下の要件をすべて満たす方になります。
◆住民基本台帳に記録されている方
◆平成 27 年度の市町村民税（均等割）が課税

されていない方、また市町村民税が課税され
る方に扶養されていない方

◆生活保護制度等の被保護者となっていない方

2 給付額
給付対象者1人につき6千円

3 配偶者からの暴力を理由に
避難している方へ

配偶者からの暴力を理由に避難している方で、
事情により基準日（平成 27 年 1 月 1 日）時点
で住民票を移すことができておらず、一定要件
を満たす方は、事前に申し出ていただくことに
より、実際にお住いの市区
町村で給付申請を行うこと
ができます。
詳しくは、役場福祉担当ま
でお問い合わせください。

1 給付対象者
基準日（平成 27年 5月31日）において平成
27年 6月分の児童手当（特例給付を除く。）
の受給者及び要件を満たす方（※）になります。

（※）「要件を満たす者」とは、児童手当の認定請
求を失念する等して平成 27 年 6 月分の児童手当を
受給していないが、平成 27 年 6 月分の児童手当の
受給要件を満たす者。

2 給付額
対象児童1人につき3千円
※消費税率引上げの影響等を踏まえ、特に配慮が

必要と考えられる低所得の子育て世帯に対して
手厚い措置を講ずる等の観点から、簡素な給付
措置（一人当たり 6 千円）の支給対象世帯を含め、
対象児童一人当たり 3 千円を支給する。

3 公務員の方へ
公務員の方で所属する官庁において児童手当
が支給され、支給要件を満たす場合は、平成
27年 5月31日時点で住民票のある市区町村
から支給されます。
◆勤務先から「申請書」及び「児童手当（特例給付）

受給状況証明書」が配布されますので、申請書
に添付して提出してください。

詳しくは、教育委員会子育て支援担当までお問い
合わせください。

臨 時 福 祉 給 付 金 子 育 て 世 帯 臨 時 特 例 給 付 金



10

アポプレキシー のない村づくり

～健診ではじまる、あなたの健康生活～循環器健診・各種がん検診の   ご案内平成
27年度

私たち保健師・管理栄養士が皆さんの健康のサポートをします。

　数
回
に
わ
た
り
、
無
意

識
に
歯
を
合
わ
せ
て
い
る

（
咬
ん
で
い
る
）
こ
と
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
、
様
々
な
症
状
に
つ
い

て
書
い
て
き
ま
し
た
が
、

最
終
回
で
す
。

　む
し
歯
も
な
い
の
に
、

歯
が
し
み
る
「
知
覚
過
敏

症
」
と
い
う
名
前
は
、
テ

レ
ビ
の
歯
磨
き
剤
の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
で
、
耳
に
す

る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
水
道
の
水
で
う
が
い

を
す
る
と
し
み
る
、
熱
い

コ
ー
ヒ
ー
が
し
み
る
な
ど

と
い
っ
た
こ
の
症
状
は
、

長
時
間
、
上
下
の
歯
を
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
表
面
に
ひ
び
が

入
っ
た
り
、
根
元
が
削
れ

た
り
、
歯
の
神
経
が
興
奮

し
過
ぎ
る
こ
と
で
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。「
顎
関
節

症
」「
頭
痛
」「
肩
こ
り
」

な
ど
も
、
歯
の
か
み
し
め

と
関
係
が
あ
る
と
い
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は

気
づ
か
ず
に
し
て
い
る
悪

い
癖
で
、
不
調
を
招
か
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。　頑

張
り
す
ぎ
の
人
に
多

い
の
で
、
適
度
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
が
必
要
で
す
ね
。 みむら歯科医院

三村 みき子 先生

―
か
み
し
め
る
と
―

と
関
係
の
あ
る「
病
気
」

　

循
環
器
健
診

　

循
環
器
健
診
は
、
身
体
測

定
・
血
圧
・
血
液
検
査
・
医

師
に
よ
る
診
察
等
に
よ
り
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
等
の
生
活

習
慣
病
の
有
無
が
分
か
り
ま

す
。
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症

状
が
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、

年
に
一
回
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

な
お
、
40
〜
74
歳
の
人
は
、

特
定
健
診
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
年
一
回
は
必
ず

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

年
齢
・
健
康
保
険
に
よ
っ
て

受
診
機
関
が
決
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
ご
意
見
い
た
だ

き
ま
し
た

◎
健
診
会
場
が
分
か
り
づ
ら

い
改
善健

診
会
場
の
案
内
図
を
何

ケ
所
か
に
掲
示
し
ま
す
。

◎
健
診
を
受
け
た
い
が
、
小

さ
い
子
ど
も
が
い
る
の
で

受
け
ら
れ
な
い

改
善昨

年
度
か
ら
託
児
所
を

設
け
て
、育
児
中
の
お
母

さ
ん
も
健
診
が
受
け
や

す
い
環
境
を
心
が
け
て
い

ま
す
。是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

健
康
診
断
は
、
自
分
の
体
を
知
っ
て
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
良
い
機
会
で
す
。

年
に
一
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

循環器健診 対　　象 料　金 場　　所

いきいき健診
16 ～ 39 歳 無料 【集団】

健康センター・マルチメディアセンター75 歳以上 400 円

特定健診 40 ～ 74 歳以下
朝日村国保加入者のみ

40 歳無料
41 歳以上 1,600 円

【集団健診】
健康センター・マルチメディアセンター

【個別健診】
村内：三村医院　塩尻市：奈良井医院
山形村：横山医院・協立診療所

朝日村国保以外の保険に加入されている 40～ 74 歳の方は、加入している保険者にお問い合わせ下さい
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こ
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。
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し
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も
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い
の
に
、
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が
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症
」
と
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名
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は
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テ
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ビ
の
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磨
き
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の
コ
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シ
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ル
で
、
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あ
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と
思
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ま
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。
水
道
の
水
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が
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を
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と
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る
、
熱
い

コ
ー
ヒ
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が
し
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る
な
ど

と
い
っ
た
こ
の
症
状
は
、

長
時
間
、
上
下
の
歯
を
合

わ
せ
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
歯
の
表
面
に
ひ
び
が

入
っ
た
り
、
根
元
が
削
れ

た
り
、
歯
の
神
経
が
興
奮

し
過
ぎ
る
こ
と
で
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。「
顎
関
節

症
」「
頭
痛
」「
肩
こ
り
」

な
ど
も
、
歯
の
か
み
し
め

と
関
係
が
あ
る
と
い
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は

気
づ
か
ず
に
し
て
い
る
悪

い
癖
で
、
不
調
を
招
か
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

す
。　頑

張
り
す
ぎ
の
人
に
多

い
の
で
、
適
度
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
が
必
要
で
す
ね
。 みむら歯科医院

三村 みき子 先生

―
か
み
し
め
る
と
―

と
関
係
の
あ
る「
病
気
」

　

各
種
が
ん
検
診

　

が
ん
検
診
は
、加
入
し
て
い

る
保
険
に
関
係
な
く
、朝
日

村
住
民
全
て
が
、対
象
年
齢
の

も
の
で
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま

す
。が
ん
は
日
本
人
の
死
因
第

一
位
で
す
が
、早
期
に
発
見
し

て
早
期
治
療
に
つ
な
が
れ
ば
、

決
し
て
怖
い
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。年
に
一
回
は
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
診
が
変
わ
り
ま
す

　

乳
が
ん
検
診
を
、視
触
検

診
か
ら
超
音
波
検
診
へ
と
変

更
し
ま
す
。そ
の
た
め
、完
全

予
約
制
へ
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
し
込
ま
れ
た
方
は
必
ず
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
診
す
る
と

こ
ん
な
い
い
こ
と
が

①
医
療
費
が
安
く
す
む

　

1
人
当
た
り
1
年
間
の

平
均
医
療
費
は
、健
診
を
継

続
受
診
し
て
い
る
人
が
2
1
︐

2
1
0
円
、健
診
未
受
診
者

が
1
1
0
︐8
3
0
円
で
健

診
を
受
診
し
て
い
る
人
の
方

が
5
分
の
1
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。生
活
習
慣
病
は
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
、健
診
を
受
診

し
た
ら
病
気
が
重
症
化
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

②
健
診
料
金
が
お
得

◎
16
〜
39
歳
の
循
環
器
健
診

無
料

◎
40
歳
特
定
健
診（
朝
日
村

国
保
加
入
者
）無
料　

◎
20
歳
の
女
性
は
、子
宮
頸

が
ん
40
歳
の
女
性
乳
が
ん

検
診（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
） 

40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
の
方

大
腸
が
ん
検
診
が
無
料

後
日
、個
別
に
通
知
を
し

ま
す

◎
30
歳
の
方
は
、子
宮
頸
が

ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診（
超

音
波
）・
胃
が
ん
検
診
・
肺

が
ん
検
診（
胸
部
間
接
撮

影
）無
料

健
診
受
診
す
る
に
は

申
し
込
み
が
必
要
で
す

　

地
区
の
保
健
補
導
員
が

「
各
種
健
診
申
込
書
」配
布
・

回
収
し
ま
し
た
。

　

調
査
実
施
後
も
申
し
込
み

の
受
付
を
随
時
致
し
ま
す
の

で
、健
康
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
健
診
項
目

に
よ
っ
て
は
後
か
ら
の
申
し
込

み
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

健
診
に
関
す
る
問
合
せ
先

朝
日
村
健
康
セ
ン
タ
ー

☎
9
9
―
2
5
4
0

各種がん検診 対　　象
乳がん（マンモグラフィー） 40 ～ 74 歳女性
乳がん（超音波） 30 歳以上女性
子宮頸がん 20歳以上女性
肺がん（肺ＣＴ検診） 40 歳以上
肺がん（胸部間接撮影） 16 歳以上
大腸がん（便潜血反応） 35 歳以上
前立腺がん（血液検査） 50 歳以上男性
肝炎ウィルス検査（血液検査） 40 歳等希望者
胃がん（バリウム造影） 30 歳以上

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

21,210

110,830

健診受診者 健診未受診者

生活習慣病医療費（通院・入院）
1人当たり医療費（年間）
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病
気
か
ら
守
る
た
め
に
…

　

予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ

る
病
気
に
か
か
ら
な
い
た
め
の
方
法

と
し
て
あ
り
ま
す
。
自
然
に
病
気
に

か
か
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
感
染

で
は
つ
ら
い
症
状
に
苦
し
む
だ
け
で

な
く
、
死
亡
や
重
い
後
遺
症
な
ど
、

重
症
化
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

で
、
死
亡
や
後
遺
症
な
ど
を
予
防
す

る
こ
と
が
安
全
で
確
実
で
す
。
ま

た
、
大
勢
が
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、

病
気
の
流
行
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

病
気
等
で
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き
な

い
人
や
免
疫
力
の
弱
い
人
も
病
気
か

ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
…

　

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
で
す
。
村
内
の
三
村
医
院
で

は
、
下
記
に
示
し
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
接
種

時
期
等
の
相
談
は
健
康
セ
ン
タ
ー
で

お
受
け
し
ま
す
。

　

村
外
の
医
療
機
関
の
場
合
は
、予
防

接
種
の
相
互
乗
り
入
れ
対
象
医
療
機

関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。事
前

に
医
療
機
関
に
電
話
を
し
、接
種
日
の

予
約
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
接
種
は
ワ
ク
チ
ン
ご
と
に
、

接
種
す
る
年
齢
や
回
数
、
間
隔
が
国

に
よ
り
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
受
け
る
者
に
と
っ
て
一
番
有

効
な
時
期
を
設
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
守
り
、
病
気
か
ら
自
分
も

周
り
も
守
り
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
…

　

未
成
年
者
の
予
防
接
種
に
関
し
て

は
、
健
康
セ
ン
タ
ー
に
母
子
健
康
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
職
員
が
接

種
歴
を
確
認
し
、
必
要
な
予
診
票
を

お
渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
担
当
職
員

が
不
在
で
対
応
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

未成年者の予防接種 定期接種  ※基本的には自己負担額なし

種　類 標準的な接種期間及び接種回数
BCG ⃝生後5〜8ヶ月…1回

四種混合(DPT-IPV) ・1期初回　生後3〜12ヶ月…3回
・1期追加　生後12〜18ヶ月…1回

麻しん・風しん（MR） ・1期　生後12〜24ヶ月…1回
・2期　年長児…1回

ヒ　ブ
(インフルエンザ菌b型)

⃝生後2ヶ月〜5歳の者
・初回が生後2〜7ヶ月未満なら4回
・初回が生後7〜12ヶ月に至る間なら3回
・初回が生後12ヶ月〜5歳に至る間なら1回

水　痘
⃝生後12〜36ヶ月の者
・初回　生後12〜15月…1回
・追加　初回接種終了後6月〜12月に至るまでの間…1回

※麻しん風しん2期・二種混合・日本脳炎の該当者には直接通知を送付します。
※日本脳炎は重い後遺症が残ってしまった事例をきっかけに、平成17年度から21年度まで日本

脳炎の予防接種を積極的に行わず接種該当者の多くが接種していません。母子健康手帳を
確認し未接種でしたら健康センターまでお申し出ください。

種　類 標準的な接種期間及び接種回数
二種混合（DT） ・11歳〜12歳…1回

日本脳炎

・1期　3歳〜4歳…2回
・1期追加　4歳〜5歳…1回
・2期　9歳〜10歳…1回
［特別措置］

H7.4.2〜H19.4.1生まれで、4回の接種が終了して
いない者（20歳までに完了）

小児用肺炎球菌

⃝生後2ヶ月〜5歳の者
・初回が生後2〜7ヶ月未満なら4回
・初回が生後7〜12ヶ月に至る間なら 3回
・初回が生後12〜24ヶ月に至る間なら2回
・初回が生後24ヶ月〜5歳に至る間なら1回

子宮頸がん ・小学6年生〜高校1年相当の女子3回
（希望者する方は健康センターまでお申し出てください）

高齢者の予防接種(今年度年齢に達する者)

種　類 対象者及び接種回数
インフルエンザ
任意接種

⃝65歳以上の方
・1年に1回接種(11/1〜1/31)

・自己負担額あり
・10月末に個別通知

肺炎球菌
定期接種

・65・70・75・80・85・90・95・100歳の方1回のみ助成
・接種期間（6/1〜3/31）

・自己負担額あり
・5月中に個別通知

肺炎球菌
任意接種

・定期接種以外の75歳以上の希望者される方1回のみ助成
・接種期間（4/1〜3/31）

・自己負担額あり
・接種前に申請が必要

予
防
接
種
の
ご
案
内

問
☎
0
2
6
3
‐
9
9
‐
2
5
4
0

平
成
27
年
度
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地域包括支援センターです
朝日村地域包括支援センターでは

「介護」・「高齢者の心とからだ」のご相談に応じています。

認知症地域支援推進員を設置しました

人生の衣替え講座人生の衣替え講座人生の衣替え講座

何でも早めに対応、今日も明日もこれからも元気よく過ごしましょう！
65歳以上のみなさん、ご本人でも家族でも不安なことがあればお気軽にご相談ください。

☎99-2251

こんにちは

朝日村地域包括支援センター（朝日村健康センター内）

Q 「認知症地域支援推進員さん」は、どんなことをするんですか？
Ⓐ 認知症になっても住み慣れた朝日村で生活できるよう、医療と介護と生活支援
サービスが連携し、認知症の方への支援を行うことが大切です。そのために、こ
れらを繋ぐコーディネーターの役割を担うのが「認知症地域支援推進員」です。

Q 具体的には？
Ⓐ 認知症の方や家族などからの相談に応じたり、地域で支援する相談体制や
支援体制を築いていく役割があります。

「この度、縁あって朝日村にて働かせていただくこととなりました。今ま
では高齢者施設にて介護員としてお年寄りの方々に関わってきまし
た。そんな経験をもとに、これからは村内の方々と関わっていけたらと
思っています。まずはたくさんの方とお話しできたらと思っています。
気軽にお声掛けください。よろしくお願いします」

　人生のゴールは「死」、それは誰もが避けては通れない道です。
ゴールに至るまでの自分の健康のこと、からだや心の痛みなど、
不安や悩みを抱えている方は多いのではないでしょうか。
　「ピンピンころり」と願う健康寿命の延伸は、自分の足元を見つ
めることから始めることが大事です。一生、人との関わりがなく終
わる人は誰もいないでしょう。
　まず、自分を見つめ、つれあいや子ども、親戚、友人など多くの
人と関わりのなかで、これからの時間の使い方、やっておくべきこ
とを自分自身で考えることが、穏やかに上手に生活していくための
「秘訣」ではないでしょうか。さて、そのためのノウハウは？
　大勢の参加をお待ちしています。　

［認知症地域支援推進員・介護保険認定調査員］青柳美江子（介護福祉士）

日　時：5月14日（木）
　　　　午後1時30 分より
場　所：朝日村健康センター「研修室」
講　師：健康生きがいづくりアドバイザー

　　　　城下 松子さん
参加費：200円

じょうした
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【軽自動車税】税制改正のお知らせ

【固定資産税】今年度は評価替えの年です

　広報あさひむら１月号（13 ページ）で軽自動車税の税率が変わることをお知らせしましたが、そ
の後閣議決定された税制改正大綱により二輪車の税率引上げを１年間延期することが決まりました。
あわせて、小型特殊自動車の税率引上げも延期します。尚、三輪、四輪の軽自動車は変更ありませんが、
平成 28 年度から排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、軽自動車税
のグリーン化特例（軽課）が適用されることになりました。
　平成 27 年度税率及び変更後の税率は、以下のようになります。

◆固定資産税の評価替えは３年に１度
　土地や家屋の評価額は３年毎に価格の見直しを行います。これを評価替えといい、評価替えを
行う年度を基準年度といいます。平成２７年度はこの基準年度にあたります。

◆土地の評価
　宅地の評価は地価公示価格等の７割を目途に評価することとされています。近年、朝日村内の
宅地価格は下落傾向にあり、評価替えにより評価額の見直しを行いました。

◆家屋の評価
　家屋の評価は再建築価格方式によって計算されています。評価替えにより、前年度の再建築価
格に建築物価の変動を反映して新たな再建築価格を算定し、その新たな再建築価格に年数の経過
による補正率等をかけ合わせて評価額を再計算します。

◇詳しくは、役場総務課税務担当までお問い合わせください。

 二輪車、小型特殊自動車など
当初、平成27年度から新税率が適用される予定でしたが、税率の引上げが１年延期されました。
平成27年度は引き続き現行税率が適用され、平成28年度から新税率が適用されます。

 三輪、四輪の軽自動車
　平成27年度は現行税率です。新税率及び適用が開始される時期等に、変更はありません。
　また、平成28年度からグリーン化特例（軽課）が適用されます。適用条件や税率については、役場総務課
税務担当までお問い合わせください。

車種の区分
税率（年額）

現行税率（平成27年度まで） 新税率（平成28年度から）

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円
二輪の軽自動車 125cc超250cc以下 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円

小型特殊自動車
農耕作業用 1,600円 2,400円

その他（フォークリフト等） 4,700円 5,900円

車種の区分
税率（年額）

現行税率
（平成27年3月31日までの登録車）

新税率
（平成27年4月1日以後の登録車）

登録後13年超
（経年車重課）

三輪自動車 3,100円 3,900円 4,600円

四輪乗用
自家用 7,200円 10,800円　 12,900円　
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

四輪貨物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
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い
っ
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だ
ろ
う
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今、地球環境にやさし
い新エネルギー、自然
エネルギーが注目され
ています。朝日村では
新規に薪ストーブ、ペ
レットストーブを設置
する方にその費用の
一部を補助します。

薪ストーブ等設置に
補助金がでます!!
薪ストーブ等設置に
補助金がでます!!

お問合せ 役場産業振興課   ☎99 -2001

補　助　金　額

5万円

5万円

10万円

［村　補助金］

［村　補助金］

［県　補助金］

薪ストーブ
設置の場合

ペレットストーブ
設置の場合

［キャンペーン期間］
2015年4月1日㊌〜5月31日㊐

連
絡
先

「アフリカへ毛布をおくる運動」実行委員会（朝日村支部）
事務局　上條　☎99 -3880
※ご連絡をいただければ取りに伺います。

観光施設 オープン！4月25日土

キャンプ場
緑のコロシアム

緑の体験館コテージ

樫山スノーテック㈱
☎0263-99-3700

もくもく体験館は
通年営業します

フロンティア朝日生きがいの会
☎090-7707-9402

マレットゴルフ場
武居城公園茶室

朝日村役場産業振興課
☎0263-99-2001

クラフト体験館

【水曜定休】
クラフト体験館

☎0263-99-2804（直通）

広報 1 月号に緑の体験館コテージの割引券（3,000 円）がありますのでぜひご利用ください。
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平成 27 年度　朝日村組織（問い合わせ先）
［村長］中村武雄　［教育長］柳沢正喜 ◎課長補佐　●副主幹　○係長

課名 担当・係名 事務の内容 問い合わせ先

会計管理者
兼総務課長
上條　晴彦

総 務 担 当
総務一般 給与 人事 行政改革 公用車管理 バス対策　消防防災 　

【役場本庁】
☎0263-99-2001

人権擁護　自主番組放送　交通災害共済　統計　情報化施策 
●上條裕子　武田　淳　清水達也　筒井貞子（嘱）　　

企画財政担当
予算編成　財政計画　企画　総合計画　土地利用計画　定住促進　
地方創生　庁舎建設　公有財産管理　
●清沢さおり　○中村高志　山本珠明　小岩井聡志（県派遣職員）　　

税 務 担 当
住民税　固定資産税　軽自動車税　原付の標識　臨時運行許可　広報　回覧板
○上條まゆみ　青柳和也　中澤崇行　

住民福祉課長
中村　美代子

住民福祉担当

戸籍　住民基本台帳　印鑑証明　住基ネットワーク 　個人番号カード　

【役場本庁】
☎0263-99-2001

国民健康保険　後期高齢者医療制度  国民年金　介護保険
地域福祉　障害者福祉　老人福祉　福祉医療   災害救助　
◎上條文枝　◎塩原康視　◎北村真美　●大池　守　●上條晶子　須澤裕紀　
地域包括支援センター　（生活保護、介護、障害、精神等相談窓口） 【健康センター内】

☎0263-99-2251●坂口　功　赤羽いづみ（嘱）　青柳美江子（嘱）

健康づくり担当
保健衛生　健康増進　予防接種　精神保健　食生活支援　　 【健康センター】

☎0263-99-2540◎原　貞子　稲田沙織　宗田桂子　河西ひろ子

生活環境課長
曽根　克仁

生活環境担当
環境　一般廃棄物処理　景観　公害　犬の登録  上水道　下水道　

【ピュアラインあさひ】
☎0263-59-2812高山泰直　上條裕馬　三村かつ代（嘱）

す ぐ や る 係 施設管理　道路管理　環境整備　　

産業振興課長
上條　靖尚

農 政 担 当
農業　畜産業　水産業　農林統計

【役場本庁】
☎0263-99-2001

◎上條浩充　○上條　信　
林 務・ 商 工
観 光 担 当

林業　商工業　消費者行政　観光
○清沢光彦　橋田直哉　

土木・耕地担当
道路　河川　砂防　橋梁　建築　村営住宅　災害防止・復旧　交通安全 
土地改良　中信平農業水利  
大竹享一　中原隆弘　  

会計課長
林　さとみ 会 計 係

税金・料金の払込窓口  【役場本庁】
☎0263-99-2001小林亜紀子

教育委員会

総務・学校教育・
子育て支援担当

学校教育  保育園　教育公有財産管理　

【中央公民館】
☎0263-99-2004

◎清沢光寿　五味裕基

社会教育担当
社会教育　生涯学習　文化財　
●西沢　宏　北村幸代　山口純平

朝日村図書館 丸山真由美 ☎0263-99-1007

朝 日 美 術 館 上條恵子（嘱） ☎0263-99-2359

朝 日 小 学 校 筒井博実　上條正子（嘱）　平田光男（嘱） ☎0263-99-2012
鉢 盛 中 学 校 ☎0263-99-2501

館長
横山　鉄雄（嘱） 子育て支援センター

子育て支援総合窓口  放課後児童健全育成　体験学習　 【わくわく館】
☎0263-99-4188○上條千賀子　　

保育園長
塚原　えつ子 あさひ保育園 ◎中村聡子　◎平沢紀子　◎下倉美津枝　○清沢和美　唐沢佳代 ☎0263-99-2362

議 会 事 務 局 事務局長　高山義教　　　

【役場本庁】
 ☎0263-99-2001

農 業 委 員 会 事 務 局 事務局長　上條靖尚　　上條浩充　　上條　信　　
選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 書記長　　高山義教　　上條裕子　　武田　淳
監 査 委 員 事 務 局 事務局長　高山義教　　 

土 地 開 発 公 社 事 務 局 事務局長　塩原忠男（臨）　　曽根範枝（嘱）　 【マルチメディアセンター】
☎0263-99-3574
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平
成
27
年
度

新
し
い
区
長
、
消
防
団
、

村
職
員
人
事
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
す

消防団幹部

役場新規採用職員

朝日村駐在所 派遣交流職員

区　長
ス
タ
ー
ト

団　

長
新	

柳
沢
　
武
利

総
務
課	

中
澤
　
崇
行

	

唐
木
　
　
稔

教
育
委
員
会　

山
口
　
純
平

生
活
環
境
課　

上
條
　
裕
馬

第
１
分
団
長
新	

住
　
　
芳
彦

古　

見

上
條
　
兼
一

入　

二

清
澤
　
末
季

針　

尾

清
沢
　
智
昭

小
野
沢

小
林
　
英
昭

西
洗
馬

羽
多
野
勝
美

第
２
分
団
長

武
田
　
勝
義

第
３
分
団
長

齊
藤
　
　
明

第
４
分
団
長

清
澤
　
俊
夫

副
団
長
新	

小
林
　
弘
之

住
民
福
祉
課　

宗
田
　
桂
子

総
務
課　

小
岩
井
聡
志

長
野
県
よ
り

住
民
福
祉
課　

河
西
ひ
ろ
子

第
5
分
団
長
新	

塩
原
喜
実
雄
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
朝
日

村
に
着
任
し
て
か
ら
四
か
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
間
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
、
ま
た
、
村
民
と
し
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

協
力
隊
と
し
て
は
、
い
き
な
サ
ロ
ン

で
型
染
め
の
教
室
を
行
い
、
た
く
さ
ん

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

交
流
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

六
月
に
は
公
民
館
講
座
で
染
物
の

教
室
も
開
く
予
定
で
す
。

　

他
に
も
朝
日
村
大
博
覧
会
Ⅱ
の
実

行
委
員
会
に
参
加
し
て
企
画
を
考
え

た
り
、
こ
れ
か
ら
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
朝

日
村
で
行
え
る
よ
う
に
計
画
し
た
り
、

も
く
も
く
体
験
館
で
の
炭
焼
き
の
手

伝
い
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
日
々
体

験
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
人
の
協
力
隊
員
の
日
開
さ
ん

も
特
技
を
活
か
し
、
パ
ン
作
り
教
室

を
行
い
、
た
く
さ
ん
の
村
民
の
方
と
交

流
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
村
内
の
写

真
を
撮
り
、
村
外
へ
情
報
発
信
を
し

て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
最

長
で
三
年
。
そ
の
三
年
が
過
ぎ
た

後
、
朝
日
村
で
生
活
し
て
い
く
た
め
に

今
何
を
す
る
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
が

あ
る
。
都
会
に
負
け
な
い
魅
力
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
こ
の
朝
日
村
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ

の
為
に
朝
日
村
に
来
て
も
ら
い
、
体
験

し
て
も
ら
う
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
、
村
民
の
方
も
村
外
の
方
も
一
緒

に
笑
え
る
場
所
を
造
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
私
達
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
い
ろ
ん
な
活

動
を
し
て
、
報
告
し

て
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
を
お
楽
し

み
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
久
保
正
晃

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

朝日小学校新任先生紹介

鉢盛中学校

教　

 

頭	

馬
場
　
英
晃

栄
養
教
諭	

杉
木
　
悦
子

３
年
２
組	

徳
竹
　
弘
孝

校　
　
長	

湯
本
　
武
司

２
年
１
組	

小
口
　
ふ
み

特
別
支
援
員	

武
居
　
亮
詞

４
年
１
組	

山
越
　
明
秀

学
習
支
援	

小
口
　
　
伸

５
年
２
組	
滝
沢
　
聖
二

事　

務	

宮
下
　
憲
司
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◆保育園建設の経緯
平成25年１月　保育所建設委員会を発足　
平成25年８月　設計プロポーザルにより設計監理を株式会社第一設計に決定
平成26年５月　造成工事着手　清沢土建株式会社
平成26年７月　園舎建設工事着工　松本土建・清沢土建特定建設工事共同企業体
平成27年４月　あさひ保育園　開園

◆事業費
【事業費計　650,326 千円】
〈内訳〉
用　地　費 53,201千円
設計監理料 28,245千円
造成工事費 11,988千円
建設工事費 504,512千円
（外構、電気設備、機械設備含む）
地中熱工事 52,380千円

◆施設概要
建築面積 1782.97㎡
延床面積 1526.79㎡
定　　　員 150名
太陽光発電 20KW
地中熱設備 0-2歳児室、事務室

あさひ保育園あさひ保育園

◆所在地
〒390-1104
朝日村大字古見 1274-1
TEL.0263-99-2362

3月25日 あさひ保育園竣工式


